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団体名    九月は日奈久で山頭火実行委員会 

代表者    今田 徳次郎 

構成     ５３名 

推薦団体   八代市 

主な活動地  八代市日奈久温泉街一帯 

  

概要 

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
実
行
委
員
会 
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賞 
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つ 
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な  

ぐ 
 
 
 

さ 

ん 

と 

う 

か  

じ
っ
こ
う
い
い
ん
か
い 



- 11 - 
 

  

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
実
行
委
員
会
は
、
平
成
十
二
年
か
ら

八
代
市
日
奈
久
温
泉
街
を
中
心
に
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

を
開
催
し
て
き
た
団
体
で
す
。 

放
浪
の
俳
人
・
種
田
山
頭
火
が
昭
和
五
年
九
月
に
、
日
奈
久
温

泉
の
木
賃
宿
「
織
屋
」
に
滞
在
し
た
史
実
に
ち
な
み
、
八
代
・
日

奈
久
地
域
で
約
一
か
月
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
催
し
は
、
山
頭

火
を
語
る
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、「
記
念
句
会
」
八
代
か
ら
日
奈
久

へ
の
行
程
を
辿
る
「
山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
、
山
頭
火
フ
ァ
ン

を
は
じ
め
地
域
住
民
も
参
加
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
、
近
年
で
は

全
国
か
ら
の
来
場
者
が
三
千
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
文
化
的
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
日
奈

久
温
泉
街
の
活
性
化
、
活
動
に
携
わ
る
専
門
家
や
学
生
、
観
光
客

と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
一
助
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
当
会
は
、
山
頭
火
が
滞
在
し
た
と
い
う
史
実
と

地
域
の
文
化
的
資
源
の
活
用
を
通
じ
て
、
本
県
の
文
化
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

平
成
十
二
年 

 
 

第
一
回
開
催
（
以
降
毎
年
開
催
） 

平
成
十
七
年 

 
 

第
十
四
回
全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in
日
奈
久
を
併
催
（
第
六
回
） 

平
成
二
十
七
年 

 

第
二
十
四
回
全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in
日
奈
久
を
併
催
（
第
十
六
回
） 

平
成
二
十
八
年 

 

熊
本
地
震
で
隣
接
の
赤
れ
ん
が
倉
庫
が 

一
部
損
壊
し
、
織
屋
に
も
被
害 

（
の
ち
に
赤
れ
ん
が
倉
庫
は
学
生
や
住 

民
ら
の
手
に
よ
り
「
レ
ン
ガ
の
広
場
」 

と
し
て
再
生
し
、
織
屋
は
全
国
か
ら
の 

寄
付
で
改
装
） 

令
和
元
年 

 
 
 

二
十
周
年
を
記
念
し
、『
記
録 

九
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

は
日
奈
久
で
山
頭
火
』
を
発
行 

 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


